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　Dr．　Donald　W．J．　Anthony（Avery　HiltCollege，　University
of　London）　（以下アントニー博士と略す）は，明治大学国際交流委員会
の招きで，昭和59年4月10日，午前11時15分着JAL442便で成田国
際空港に到着し，明治大学（受け入れ担当者　寺島善一）の用意したホテル
ニュー Iータニに投宿されました。このホテルには4月10日～12日，4月
17日～23日まで宿泊されました。　（東京に滞在中はすべて）。
　アントニー博士は到着の翌日，11日（水）時差のズレによる疲労をも見
せず，午前11時には国際交流委員会事務室に挨拶にあがり，今回の招へい
に深甚の感謝の意を表されました。その挨拶の後，引き続き，山本進一学長，
奥隅栄喜教務担当常勤理事，富田信男教務部長（国際交流委員会委員長）な
どと食事を共にされながら，再び今般の招へいについてのお礼の言葉があり，
今後のアントニー博士の講演活動などによって，明治大学がより良い評価が
一与えられるよう，全力をあげて事にあたりたい由の挨拶がありました。
　続く12日（木）には，日本オリンピック委員会，日本体育協会，日本バ
レーボール協会などの招きで，渋谷区神南にある岸記念体育館にそれぞれの
事務所を訪れ，J．0．　C．総務主事岡野俊一邸氏，日本体育協会事務局次
長深川長郎氏，日本バレーボール協会専務理事松平康隆氏といった日本
のスポーツ界の代表的人々と会見し，日・英のスポーツ界の友好連帯につい
て話し合いがなされました。こうした諸氏との会見にあたって，明治大学の
招へいにより来日が出来る運びになったことを冒頭に話をされました。その
当日の夜，幸運にも，日本，中国，ソ連の三力国によるバレーボール国際大
会が都体育館で開催され，アントニー博士は自身が，イングランドバV　一一ボ
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一ル協会会長でもあられる為，日本バレーボール協会の招待を受け，貴賓席
にて観戦をされました。
　翌，13日（金）は，かねてよりアントニー博士と日・英「スポーツ観」
の比較研究（座長，明治大学佐藤隆）を進めている，名古屋大学中島豊雄
助教授らと，研究協議を行うため，名古屋を訪れ，明大寺島の司会の許で，
前述の中島助教授をはじめ，三重大学藤田匡肖教授，愛知県立芸術大学西垣
完彦助教授，名古屋学院大学坪田暢允助教授らと研究協議を重ね，本年度よ
り予備調査を行なうことを決定したQ
　14日（土），15日（日）は，名古屋，金沢，京都と日本の春を満喫さ
れると同時に，アントニー博士の強い興味で，禅の身心一如の思想の根源を
学ぶべく永平寺など禅関係の寺院を多数訪問され，日本文化における禅（身
心一如）の問題と，今日の心身相関の科学的究明に先立つ，日本のこの分野
における思想の先見性などについて研究を深められましたQ日・英の学問的
交流にとって，アントニー博士のこの経験は大きな意義を持つものと確信さ
れます。
　16日（月）には，日本体育学会関西支部と立命館大学（講演場所の提供）
の共催により，「国民のためのスポーツの発展について」というテーマで講
演をされました。この席には，前日本体育学会会長で現在大阪体育大学長で
あられます加藤橘夫博士ら多数の聴講者を迎え，なごやかなうちにも，意義
深い講演会となりました。申すまでもなく，日本体育学会関西支部，立命館
大学などから，明治大学に深い感謝の言葉がありました。又この講演会の模
様は，京都新聞の運動部河内記者によって，同紙スポーッ欄に6段抜きの記
事にて報道されました。
　17日（火）は，アントニー博士が，本国，英国におかれましてユニバー
シアード委員会の要職についておられることなどの理由により，明年開催さ
れます神戸ユニバーシアード大会の準備委員会の事務局を表敬訪問されると
同時に，明年への準備状況などを確認されました。
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　続く18日（水）は，例年より遅れた桜が満開の和泉校舎において，一般
学生を対象に「スポーッにおける大学の役割」という演題の許で1時間以上
に及ぶ，熱心な講演をされました。インテリゲンチアへの教育の中に「スポ
ーッ」がどのように位置づけられるべきかを縦糸に，スポーツがそうしたイ
ンテリゲンチアによって経験されることによって社会の中にどのような好影
響をもたらしたのかという英国における実例を横糸に組み立てられたこの講
演は学生の深い興味をそそるものでした。Fairplayの精神は人間社会す
べてに貫徹させるべき理念であることを強調され，今日の「北」の繁栄の中
で，飢えている「南」の諸国民にもスポーツなど文化的諸事業を定着させら
れるよう「北」にすむ我々が努力すべきだという博士の講演は，繁栄する社
会で惰眠？をむさぼっていた学生諸君には良い刺激となったことと思われま
す。
　連日の講演で疲れの出た博士は19日（木）を休日とされ，20日（金）
に行なわれる講演の準備を一日中，ホテルの中にて行なわれました。
　20日（金）は，明治大学大学院第2会議室において，　「『平和』と『ス
ポーツ』におけるフィリップ・ノエル・べ一カー卿の貢献」というテーマで
講演会が行なわれました。この講演会には日本体育学会，日本スポーツ教育
学会などの会員をはじめ，平和運動家として日本にも数回来日したフィリ
ップ・ノエル・ベーカー一一卿の古い友人など60名を越す参加者を得て行なわ
れ，遠くは，北海道教育大学からの参加もありました。この講演は，今日，
種々の問題が突出しているスポーツの世界を見るとき，スポーツの世界にお
いて，クーベルタン男爵に次ぐ思想的リーダーとしてのフィリップ・ノエル
・ベーカー卿の思想と実践をより深く学ぶべきであるという論旨に則って進
められました。1．0．C．やU．　N．　E．　S．　C．0．などでノエル・ペーカー卿
を補佐して仕事をしてきたアントニー博士ならではの話に，聴衆も魅せられ
今日のスポーツを考える時，国際平和の問題を視野に入れない訳にはいかな
いのだという確信を多くの参加者に与えられました。この講演には朝日新聞
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編集委員岩垂弘氏，NHK社会部大貫康雄氏などの取材があり，時間・紙
面があれば是非記事にしたい旨発言がありました。　（不幸にも翌日記事多彩
のため両社ともボソ）。今日の，ソヴエトのオリンピック不参加問題などを考
える時，アントニー博士の講演は実にタイムリーで，日本の体育・スポーツ
関係者，学者に警鐘をならした講演であったように思われます。
　さらに翌日の21日（土）にはイギリス大使館文化部，日本体育協会，日
本オリンピック委員会，日本体育学会などの共催で，日・英スポーツセミナ
ー「オリンピック運動とスポーツ振興について」というセミナーが開催され，
アントニー博士が講演者として参加し，「イギリスのオリンピック運動にお
ける貢献」というテーマで話をされました。この講演の冒頭でも，今回この
講演が出来るのは明治大学の親切な招へいによるものであると前置きをされ，
講演をっづけられました。講演の後のパネルディスカッションの中で，日本
人学者からの質問で「英国ではスポーツを人間教育の重要な柱としていると
いうが，何故オックスフォードやケンブリッヂに体育学部がないのか？」と
いう質問が発せられたのを受けて，アントニー博士は「それは，日本におい
て体育学部をもたない明治大学が，日本のスポーツに，それを通した人間教
育に貢献しているのと同じ理由によるものである」と答え，短期間のうちに
本学の歴史と伝統の核心部分を学んでおられたのには敬服致しました。
　さらにアントニー博士は，離日を前の22日（月）には国連大学の副学長
武者小路公秀氏と学習プログラム担当のボルタ博士と会談し，国連理解と国
際連帯の学習と実践の場として「スポーツ」プログラムを設置するよう提案
され・今回の明大国際交流委員会が招へいして各地で講演をされ，そこで得
た感触を交えながらこうしたプログラムの重要性を国連大学のスタッフに力
説されていました。
　このように非常に過密なスケジュールの中を，アントニー博士は実にエネ
ルギッシュに各地を訪問，講演をなさいました。博士の講演は混迷する今
日の体育・スポーツの問題を一体どのように考えたら良いのかという，基本
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的視座を我々体育学研究者の前に提示をして下さいました。博士はカリキュ
ラム・ビタエにありますように，1．0．C．，U．　N．　E．　S．　C．0．などの
要職を歴任され，世界30数力国にも及ぶ教育政策のコンサルタントを経験
されております。こうした経験の中から，今日の体育・スポーツの持つ問題
性を深く堀り下げ吟味に値する結論を導き出されました。このことは国際的
視野に立って，ものを考える土壌のない我々体育・スポーツの学会に新ら
しい風を送って下さいました。博士の来日は，文字どおり，日本の体育・ス
ポーツ文化の国際交流に大きな一石を投じられたものであると確信致してお
ります。
　最後にDr．　Donald　W．　J．　Anthonyから長大な感謝の手紙が私の手許
に来ておりますことをご報告申し上げます。
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